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1（境界標の設置） 

 土地を取得した場合、自分が利用できる権利の範囲を明確してお 

 く必要があります。登記がしてあっても現地に境界標がなければ 

 その範囲が他人にはわからずトラブルのもとになります。自分の 

 土地に境界標があるかどうかもう一度確認しておきましょう。 

２.（地積測量図の作成） 

  境界標の位置関係を明確にするために、土地家屋調査士が作成 

  した地積測量図を保存しておきましょう。長い間には、境界標 

  が移動したり亡失して不明になることがあります。地積測量図 

  （確定測量図）があれば土地家屋調査士に依頼して境界標を元 

  の位置に復元することができます。 

３.（登記簿） 

  境界標があって地積測量図が手元にあってもそれだけでは十分 

  とはいえません。第三者から真実の所有者はだれか、外部から 

  確認できる登記が必要です。民法では、登記をしておかなけれ 

  ば第三者に対抗できないことになっています。 

知っておきたい境界のこと 土地管理の三本柱 

 契約の原則契約の原則契約の原則契約の原則    

賃貸借契約における賃借人の債務を保証する保証契約は、

賃貸借期間中、保証人が責任を負うという合意ですから、

一旦締結した後は、保証人の一方的な意思で契約を解消す

ることはできません。 

 一方的に止められるとすれば、賃貸人としても保証人を

立ててもらった意味がありません。保証人となる場合は、

それなりの覚悟が必要です。 

 しかし、賃貸借契約における保証人は保証期間も長期化

する可能性があり、保証の範囲にも制限がないのが通常で

すから、事情によっては保証人とって酷になってしまう場

合も有り得ます。 

 例えば、滞納期間が長期化し滞納額が多額となった場合

に、突如として責任を問われるとしたらとても責任を負い

きれない場こともあります。 

 このような場合であっても、保証人はすべてに責任を負

わなければならないのでしょうか。 

 裁判例では、このような場合、保証契約自体の解約権を

認めて連帯保証人の保護を図っています。 

（解約権を認めた例） 

期間の定めのない保証契約が締結されてから相当の期間

が経過し、かつ、賃借人がしばしば賃料を滞納し、将来

においても誠実にその債務を履行する見込みがないにも

かかわらず、賃貸人が依然として賃貸人にアパートを使

用させ賃貸借の解除や明け渡しなどの措置を取らないよ

うな場合には、保証人は賃貸人に対し保証契約を解約で

きる。 

 また、解約権が発生しなくても、保証人の責任の範囲

が制限される場合もあり得ます。 

 たとえば、賃貸人が和解調書に基づいて容易に明け渡

しの強制執行ができるのに、新たな入居者が得難いこと

から賃借人または保証人に対して支払いを求めた方が得

策として使用を継続させた場合には、「これにより増大

した損害を保証人に請求することは信義誠実の原則に反

し許されない」とした裁判例があります。 

 なお、保証人を止めたいといわれた場合でも、一方的

な解約権はありませんから保証人の責任を問うことはで

きますが、賃料滞納が生じた場合は速やかに保証人にも

その旨を通知し滞納期間が長期にならないよう措置を講

じることが大切です。 
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おまえの代わりに交渉してやる、そう言ってくれたら言うことな

しだったのですが、父にそれを求めてはいけません。 

 それでも父の言葉は私の迷いを吹き飛ばすには十分でし

た。役所に相談したところで簡単に解決するわけでもなさそう

だし、もう一度あの社長と会うことにしました。 

 

  翌週末、再び不動産会社へひとりで乗り込み(？)に行きま

た。相変わらず好きになれない社長は応接セットのソファに

ふんぞり返るように座っています。 

 「米本さん。この前は悪かったなぁ。言葉が足らず気分を害

したことは最初に謝っておくよ。それで、話しを戻すけど、値

引きをいくらすれば気が済むかね？」 

 さすがに今日はあんた呼ばわりはしませんが、相変わらず

物の言い方が上から目線です。 

 「社長さん、値引きに応じるということですね。だったら金額

提示はそちらからしてください。ただし、欠陥に見合った金額

じゃないと困りますからね」 

 「よし、わかった。うちも忙しいから早いところ決着つけよう。

ズバリ言おう、５０万円の値引き。これでどうかね。ただし、後

でグダグダ文句を言わないこと。これが条件だ」 
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人人人人はははは人人人人、、、、自分自分自分自分はははは自分自分自分自分    

 前回は、値引き交渉が決裂・・・というところまででした。 

自宅に戻り、ひとりで今後のことを考えますが、妙案が浮かん

できません。 

 「ただいま」 父が仕事から帰ってきました。時計を見ると針

は夜の八時を指しています。 

 もうそんな時間か・・・家のことで頭がいっぱいでしたから夕

食の準備などなにもしていません。 

 「ごめん。まだご飯できていないんだ。どうしよう？」 

 父に謝ると「どうした？浮かない顔をして。なにか嫌なことで

もあったのか？」 

 きょうは不動産会社と話し合いをする日だということを父は

知っていますが、それが原因とは気付いていないようです。 

 今日、不動産会社とのやり取りを一部始終話すと、父の口

から意外な言葉が出てきました。 

 「あんたと言われたくらいで腹を立てるお前も悪いわ。今日

は交渉だろ。交渉は怒った方が負けるものなんだよ。それに

交渉は長引けば長引くほど上手く行かないものさ。一気に決

着つけた方がいい」 

 あれっ、案外良いこと言うなぁ・・・それまで私が抱いていた

父のイメージからは想像もできない言葉でした。ついでに 


